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四 労 地 札
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北 海

〇 〇 〇 〇 〇
一 一 都 公 道
般 般 市 有 路
競 競 計 水 の
争 争 画 面 区
入 道 入 道 法 支 の 域
札 釧 札 室 に 埋 の庁
の 路 に 蘭 よ 立 変

告資 土 よ 土 る て 更

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
道 道 道 公 知 知 知 土
路 路 路 共 事 事 事 地
の の の 測 権 権 権 改
区 供 区 量 限 限 限 良
域 用 域 の に に に 区
の の の 終 係 係 係 の
変 開 変 了 る る る 役
更 始 更 の 保 保 保 員

第

〇 〇 〇 〇 〇
土 土 一 生 生
地 地 般 活 活
改 改 競 保 保
良 良 争 護 護
区 区 入 法 法 告
の の 札 に に
役 役 の よ よ
員 員 実 る る

号

毎
週
火
・
金
曜

二 員 働 る
月 会 委 道告
三 あ 員 有
日 っ 会 財

せ 告 産
ん 示 （
員 建
候 設

火 補 機
者 械

曜 の ）
公 の

日 示 売

格 木 る 木 開 示 の 及
に 現 道 現 発 免 び
関 業 有 業 行 許 供
す 所 財 所 為 用
る 告 産 告 に の
公 示 示 関 開（
示 物 す 始

品 る
） 工
の 事
売 の
払 完
い 了

及 通 安 安 安 の
び 知 林 林 林 住
供 の の の 所
用 指 指 指 変
の 定 定 定 更
開 の の の
始 解 解 届
の 除 除 出
一 の
部 予
改 定
正
（

の の 施 指 指 示 目
退 就 定 定
任 任 介 医
の 及 護 療
届 び 機 機
出 退 関 関
任 の の
の 取 取
届 消 消
出 し し

次

日
発
行

払
い

示

（ （
砂 道
防 路
災 整
害 備
課 課

二
件
）

（
土（

建 地（ （ （
道 道 道 設 改
路 路 路 部 良（ （ （
整 整 整 総 治 治 治 指
備 備 備 務 山 山 山 導
課 課 課 課 課 課 課 課

土 土
地 地 （
改 改 観
良 良 光 （ （
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導 導 興 護 護 発行
課 課 課 課 課
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入次の入入
参参

にい成発海に 札 札
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競行し 加 加れ年のが加

すに北

） ）

八 七 七 六 五

１

託

札委緊開委委納

入ム

託入 す地業す に託急発
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る域務る 付
） ） ） ） ） ） ） ）

五 五 四 四 四 三 三 三

北

次

１２３

海

の平 道

と成

介所取

告 護消

お 示 し

り年 第 機の

一 効

般月 関在力

） ） ） ） ）
電話

ペ
ー

三 二 一 一 一 ジ 印刷

項 北

生の

１２３

海

規平 道

定成

活 医所取

告 療保 消

に 示護 し

よ年 第 機法 の

り 効

、月 関在力

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

保定成

活指平

生の
関

護を
法取年
り

う

るも海争うのよ

消月

告札名と 申 者該道入指

る

必す示参競請す

に当

資入者

要る第加争

なこ
又をに、

資と号格札は

平すす加

は有関参
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こ指申

成るるの

す

年と名請

創光の る期場 務用観務
込様間所

名出入仕 事
の

入契北

対数
別客

項称特

説の道

推査札約海

策調
書か済

事報明日経

進情
よ平観

実スにら部

業シ
施テ

競３ 号

月札 名年入

生争日 の発

称地日を

療見成

医岩平下
以

入 法沢

」

人市年札

志

昭

緑文月と

次３ 号

生の日 の和 発
地日り
法 月お 名年 年と

定
第指

律 称
医岩平介
機 ）

療見成護 号

法沢
人市年関 第
の 志

日

和し３

昭

緑文月指 条

た
第

律
法

年。
第

）
号

止な

海停し

北。をを

条

第てば

示れれ

告さけ

道

い

にいな

号なら

９いな

規こ

一

ムる成光

る
す。

定と。

振

要
領の。

及月

基発３課

に開年興

づ
くび

海海ー

北北デ日

力ま

知観入）

道道タ月

１い

客

堀込
入）で

事光

日う

仁町
会

。
す

北施
実

を 地 院） 番 病

１定 の

堀
事

知。

道る

海

日を ２

仁町
会

取 第
し に

消 項 地 院り ４ 番 病

同
る

す
用

準
て
。 い
た お

海 よ

北 に
定

規
の

項
２

第
お

堀 と
の

事 次

知 、

道 り

達査
調

数

ム
テ
ス

シ
報

情

第
法

也
達

テ

也ス
シ

也 療
医

達 定
指

り

２
第

条

機



８９
格

急業号 落財を契要緊本
」 規っ地務 約） 札務も
入雇 の書に 則て域は 者
第
札用緊基
づ の 決

創急 定有出地 条く

北 海

７

入）い札交交

保号と入
。明

札 金第う説

証
保 を

）書付付

第交 の 金 付）の 号 証 納

付 ７場方 の す
る

道 公 報

６
入

に
札下 札

入入開開入以
し
費 加 保消 参 札札札札

等 よ 証 場日場日税

第

４５
執

約 申海海札

契北北入
の 項 書札経行

条 請道道
所 示 の市部場 を 類幌済
央光及 す 提

中観

号

申申

平
成請請
十
四のの
年
十

業 効特域 方第事 要 期方

対用 項で 法な否別雇 １

推出 規り 札策創 のあ 入

事別 に落 限進特 定、 に

に策 り者

。業対 よ札

る

い進 めな

をつ推 定に

）

の業 予た

たて事 たっ

し

納

者

に 及
か の と関所法 び条 付 こ

道第 除る 海ら 免 。す 北
、事北北

項海海の 財
納

札経所 規 付号道道場 務

部交 方で幌済で 則 のま
の市
光す 和 等定中観付 昭 法

め央

る区振る は

所時所時金と
」 う

、年

者
う る

い す
と

海庁成にには
。 北道平
同同、
）
相 道別

。。の
当 札館年じじそ
額 幌庁

の
を 市舎月者
含 中

。 区共積
む 央階日見

先所北興日

区振び 場 出

６

け郵北電西
条

３課時

目

ば番道番丁

れ便海話

ら済

な号経号
部 な
い－観－
光 。

振－

二
月限法

三
日

５書

成後請

平午申

年時類

火の

月分提

曜

日で先

３ま出

日）の

落り施 価は

を取実 定者

者い領 の落

札扱要 格、

と 制札

範後

る成 の定

す平 限決

。
内や
年 囲速

あに
月 でか

と北興。

付 て規
日 っ新

道ろ条 方海こ３課 地北

丁 法則よ６ 治規に西 自

。目 施第る

行
。
令号

昭
下
和以

年

の ３会）っ
） 北用月も

条議午た

西室前契
約分 ７

に

目額５

丁時金の
び額
及る
税す

費当
消相

興

地以

北課
幌線 札内 道

海
市
中－

央

に

）示

火指

西
条
３
北
区

り

らよ

か

成

日作
書

で請

ま申

）た

木し

雇 低用
け 最雇

前を

午類

同同同同

価第失
対 のの

政財

同同同同同同

同同

則 第規 令務
」

の 北

土と就任別就 海

お平退の任 道

り成

地
告改
役 示良
員年就平 第

退成

法
の
就月任

税札
費入
消の
方上

名所の細

者契こ詳

アイ

る関札、

あに入は

で約

目
丁
６

かすの入

落

号入額て事す

各アイ

者金札

に札落をた業る

算額で額者

札 掲金加金

る等し）あをと

決 げ額

らな

かし

時出

９提

人

の び

札 及
数開

者そ
業

西

同同同同同同

件の時

子藤井藤尾

鹿金佐松佐

昭

島

任３年 号和
及日月

年び日

任
第退
の理監別理

第
出・の事 ）届事事 号
が
あ
条
た森 第

っ氏

。

明

申事行説

をる執札 在

に

出を称地、書

し務は
電する

こ当開よ

る担公

る海便話る。

とす北郵

織経号号

組道番番。

。
の済
名部

たをる入な

定

称観－－

札係金もか札っ

に 入に

者

た はる額っ免書た

当
っ 無消て税に
載、

て 効費当落業記は

価です落

は と税該札者

の額格ある札

、 す等金
札 。取にとるこ決

入 る

を。後

書 扱１すかと定
や

記未の問速

に い円る

の

い 等

お 費

に

載満でわ

規 画

に 計

２ 用

、 雇他
て

格 す

資 出

る 提

す を

定 書

子男正

敏達和登

を る

４

同同の沙同同同の

靖

字字字本

町
高
日

郡
１流

栄高

手町 手千千日

山山
町西 町栄

に
定

規

名勉 の
項

２２ １

海日 、

北郡 り

流 よ

住沙

土

事字 町

知町 高

道高 日
改

堀栄 地

千

及光

－ び振
所興
在課北

幌線 札内 道

地海
市
中－
央

、に

すの、ずか

３
北

区

積費

金数札見消

る端入
っ等

にあ参も税

額がに
契課

該とすたの

当る加
金事 額は者約税 金きる
そ、額業 の、は
の消の者
で 分端費

あ の

者
い

な 。

し と

有 こ

数税

札
入

た
し

の

二

財
び

及

地 目目 目番番番 丁丁 丁
官地地
の 有

地地

地番番 １

良

也 、１ らの 達 か地 区番 る ５分

目
丁
６

西
条

次所

額にか にの 金等

免 相を係
り課相事 す

切るに税 当 第
則

規
務

る捨税当業 条



北

森 海 理監理

道 事林 事

告法 の

平 示 ・別事

成 第昭

十 和

四 氏石

年 号 田年

十

北 海

ら 北

土、 海

次平

退平

道

の成

任地 成

告改 年と 示良
お年 月第法
り 日

役月 昭
員３ 号

理理の日

和

道 公 報

の 北

土と 海

お平

同同

道

り成

地
告改
役 示良
員年 第法 同同

の
退月 昭
任３ 号

の日

和

第

同同同同

同同同同同同

同同

号

成
平同同

任任

就同退

法

二 義律

月 第

三 名美

日

）
号

狩地第

変石番
郡

条火

２

別の

住当

曜

２

字第 更町

日 川

更
律 監変

法 ・所
年 事住

のの
第 事
別事届

氏松あ 第
が ）

出 号
っ

久。 第
た 条 原

が
第出

年届

監同あ
。 第

事た ）っ 号

口口第

原坂条

同同同同

治士の

長忠項

藤尾

鹿金佐松佐西

同同

男正

敏達和登

島子藤井
子 靖

事事

監同理

治士勉

長忠
口口森

原坂

規

通の

下項
定 前

に
の

郡次

狩、

変石地り
よ

川保

字に 更町う

別よ

当

北 に

住勇定
規

の

名司項

来知 、

早道 り

郡海 よ

払
平央

安堀 中

字津

町事 篠
土
地

り

流１よ

沙同のに
定

規

知 来

高道 早

日海 、

郡北
堀 地

手 日土

字山事 町

町

改

町 高
２

良

の沙同同同の

目区 番丁

本

町
高
日
郡

１流４

同同

町 手千千日

山山字字字

町西 町栄栄高

手
２２ １

沙

目目 目番番番 丁丁 丁

日日

郡郡

流１流

沙同の
手 日千

字山字

町町

高高

町 高栄

２

林

所下安 目
番番 丁

を

後番指

定 北

森を 海

解平 道

除成

林
告法 支

す 示 庁

る年 第昭 経

予 和 済

定月

也 区 の良 地達 改 番

部

か

アイ

所
立町立次

木木 主主村間の
おの

のの 伐伐森伐と次

達 か 地

はと林に

ら
２

地次

也 、 番

安 立次庁
支保指指

イ

定 木の経定

おの部の施 のと次済林

官地地地
の 有

地地

地番番 １
ア

木主主村間 定
立町

指指

と林に 施の伐伐森伐

定

地地

は

の

定１

地
番１

。成保

る平
す

安
林 年
月の

で３ 号

。
律 課る

法 務あ日

年 林
び

第 及
遠

役第

町） 別号

場

り図 伐伐

え２

備の

に条

備ると」 採採 、し整係

伐伐計森す及 のの

択て

度。

に採画林るび 方限

法よをでは

。るめ次の

るす定、次

おり

と標とお

こるのと

き期とは

で伐り」

が準

所 り図林の 伐

る齢す、

及課目 の在 と」務 採業

所的件

るび及 限場要 す
度。び

塩害

と町天風

の幌
次羽

」に遠防

り場郡の

お役

係 の伐

、え町

は備別備

の
択て備る 採 業、し整
採画林 方 要伐伐計森 目

定、

的件法よをでは

に

風こるの

。るめ次

るす

のが準お

１害と標と

の
防で伐り

・
備き期と

所
場

在 日

所 ３

以る齢す

い１

置第

町
幌
羽
郡

前
苫

北 に

に定

覧規

縦の

て項

。知 、

る道 り

す海 よ

供

三

以る省

う

堀 よ
の

）事 次

も、

はのし

木上。略

立
立す図

該との

当のそ

、
在関

所び

の。及

木る面

金

省置字

市類

る書

す係

して浦

略い
、縦
そ覧

る図 面すの 図供次 のに

部 係す 関）示 び。に 及

木上。

上立以る

類分 書

つ当の

に、も

筆はの

５

。

次木る

て立す

い該と

する

示す

に在

図所

のの

北岡
緑
字

尻
焼
字
大

部市

海
事・
知１

道の

也 の
林

達 安
保

に

１
堀の

留

係道

に海

村北

町を

指

。 海る 北限 をに

市萌

る

限に

に村

分町

萌
留） 道

・
）市

。る

る係

也・
１
達の



線
寄

名
進

日

北 海

の塚 路路
道道路野

１２

線

名美 類線
種路線婦

の
道区

、名

道 公 報

解在保た解

１２３

除場安目

図

係との
除 に所林的次

理

安指は

保て」 の るし

林定、

第

定 北

森を

２３

海

解平 道

除成

林 保た解

告法 安目

す 示 除 林的

る年 第昭 と

。 和 し

月 の て

３ 号

定日 理年 指

号

除所
解場

１
平予
成定
十保

四安

年林

十

進
日日

市市
寄寄

名名

の

進
らで

かま
先先

地地
番番

郡

び丹丹

及区積積

道域

町町

場丹丹

覧積積

縦郡
町

司舸
日入

字字
大大

所

町

そ
、

し

所れ由略

のさ省
図

川示害道の

上に風農
を

清部防地面

郡すの用
る海

町にす北

水分備と

影。め十

御るた道

字限

第 れ由

律 さ

法

の理第

害定） 風指号

防由

２
第

滅２

消の

備の条

二所

月在

三
日

河ら
の 東
郡の
６ 士

火

で 町ま 幌

曜

字 中、 字

日

番

後後前後

中 音

で ら
ま か

先 先
地 地

１ 番
別
の
後前前前 前

更
変

間

）勝
支

北済 ・経 １庁 の

部 海
道林

筆び

２及

事上課

知以務

規
の

項

い町

つ水

に清

堀

に
う

よ
の

次
、
り

よ
に

定

３ 線
西 ２
更 西

音 更

保

線
の

２ 、
の １
、
の

４ 、
の ２

らで

かまかまかまかま

らでらでらで

敷
地
の

でらで

かまかまかま 幅
員らでら

延

図備

也のに

次場

達て役

更２ 北

道しそ週 海

たの間平 道

。関、成

路
告法

係一 示

図般年 第昭

面の 和

は縦月

第１２３
指

の
林

安

函

平作作作
期地 ） 開成業業業 号 館

種 発
建年類間域 第
設
部月 条

、
の

、
か８
の ４

海
北

え

道 置

告 い

示 て

第 縦
覧
に

間
区
複

重
の

と
等
道
国

長 、覧３ 号

道す

律海供

法北に日

年

建る

第

設。
路 第

道 ）部 号

整

公平砂 に

及 １

課 第

備 条

町 い か日共成原 お 長３

ら測

次９ 準 、量年 て
す の３月 用
と級

ら 法 り準か 同 お基日 る
第 公点

共測
量月

第 量）５ 条 測
号

川
旭

道
海
北

）
。
る
す
供

小
道
海
縦北

所
業

現
木

土

項

所所
業

現
場木

土
樽

覧

よ

覧 に

縦 定

の 規

次 の

び
備道 道

に海 、

所北 り

場

堀 域

い 区

置事 の

え知 路

で 項 実ま ２ の日

、 を

て

し北 に 了定 終規 がの 施
知 、知 通 旨道 る た海 よ

っ 法堀 あ 量が 測事 四

り

日 お

の達 と

示 の

告 次 た

変ら
か也

達

和。 昭
律

法也

年



取 路路
道道路平

１２

平 のの

成 種路線厚

十 真 類線

四 名

年 、名線

十 道区

北 海

正 北

平す 海

成る 道

。 告

年 示

北 第

海
道
告 号

示

道 公 報

線光線ウ幌

道道

路道道
イ

尾ナ線

園ン保

地エ内

名田

第

２ 北

道そ週 海

路の間平 道

法関、成 告

係一 示

昭図般年 第

和面の
は縦月

年、覧３ 号

法北に日

号

線
立

春
端

西

二 道域

月 及区勇勇

三 び払払

日

町

場川川

覧鵡鵡

縦郡郡
字字

所町

火

明明
有有

曜

番番日

第

地１

枝２
地 幸

か 枝

地 先 郡号 番

の で 枝 町路 ま ら 幸道 先

ンの 枝 エ域 郡 ウ区 幸 字

地枝ら先
イ更 町

ナ変 幸

供広か
ま道で

幸 尾ら枝 先道ま

大尾郡 で北 用郡 郡広幸

大幸 枝 開幸 樹郡枝 見
枝

字 始停 字

字樹町 幸 町

町

の町場

徳字幸 車 幸

幸町
幸町 線 徳交 番

建る

第道す

律海供

区

設。
路 第道 ）部 号
整

次 のび 項及 ２課 第備 条

石
静三

郡郡
内石

静三

規

別端
東西

字字
町町

内

先
先地

地８
番番

間ら
か
）
地
敷

川で
河ま

及 字

更
変

び 幸

一
の
）
始
開

の
用

番町供

番 番

の
次
を
部

点 １
先１先か地

） 地番１ 地

用 道成

海供期平同

北
間

知開 事
始
堀の日

覧 に縦 定の

縦北土北土

え の備 次に 、所 り場 よ
用、 後供て のい 路置 道

で
らま

か先
先地

示 を告

敷
別
の
後前後 前

前後

地
の

員らでらで

かまかま 幅

更２

改
に
う
よ

北

道しそ週 海

、の間平 道

同関、成

路
告法
条係一 示

第図般年 第昭
２面の 和
項は縦月

道現道現 覧 達海木海木

広所内所

也帯業稚業 場

正

所
北

平す３ 海

成る平の 道

。成道 告

路 年 示

北年区 第

域 海
道月の

るか す日 始の 開
ら 。

らで３

かま月
のら

成示か

平告日

年日２
か週

月ら間

らでらで

かまかま

延
重

の
と
等
道

国
長

の、覧３ 号

律定海供

法規北に日

年
よ建る

第に道す

り設。

の路 第
路道 ）道部 号
供整

開及 １
を課 第

用備 条

告３事 号

延

第の

示日項
長
欄

号の

路
道中

の
区
域
の

３２）
め

」改
、に
間」

日週、
る

を
ら

か
日
の
示

告。

蘭
覧室

道
海

縦北
間

区
複

五

次 の
始び 項

業
現

場木
土

よ

覧 に
。縦 定

るの 規
す

備道 道

に海 、

所北 り

場

堀 域

い 区

置事 の

え知 路

、 を

て

び
及を

更」

変
供
用
の北

事改

）知に

始道」

開海

週
２

を。

部堀る

一め

の

間
知に
道線

海布
北比

麻
当 室

道
海

北

は
堀て
っ

事あ

告 次所所

所
業

現
木

土
蘭

か也 り

日 お

の達 と

示 の

改
に也

う
よ達

の
次

変ら

達成
平

、
也年



４５６７８９
地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

北 海

地地地

地ののの

１２３

区点点点

道 公 報

１２３

許許名住代位区

免免埋

けの区 年受者 のを表立

者称所名域置域

た氏 月
日

第

の 北

公埋 海

有立平 道

水て成 告

面を 示

埋免年 第

立許
法し月
た３ 号

大。日

号

水
清

平谷 成
足 十

四寄

年線

十

３４５６７８９
地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

角角角角

度度度 度度度度度
分

のの

次のの漁－向１２

港 の地成

地地 原 １点果

点点 点 のとを

かか 地を使

のらら 北 点結用

地方方

らだ点向向 、 緯 かん）
線角角 ＝ 度

のに

度度 分 地よ
点っ

成海幌海路

平北札北釧

道市道郡

央事路

年中知釧

北堀昆

月区町

也丁

西達２

条森

日３布

正

丁目

６

足
寄第

足律

郡法

寄年

町

第

登）

芽号
２

１第

番条

二
月河足河

三東寄東

日

幌

士寄士

上足上

郡郡郡

町芽町

幌町

火

上

字登字

上

曜士 士
幌番幌

日

分分

清１清

分分分分分
秒秒秒

の方のの 秒秒秒秒秒の

方方方向方方 のののの

向向 方方
向向向向向

のの
点地 のののの地 の地の

点点点点 地地地地点 地

分分
点点

秒 まて
で囲

秒秒 をま）

次た方方 ） 、 順れのの

ら 経 に区向向 か 東

結域方 ん向 度 だ日角 線本のの 分地地 及測
び地度
秒点点 １系
のに分

目

、
番

び
及
番

先項

地１

有
公
の
先
地
番

よ道

に海

定北

で規

まの
り

お
と
の堀

次
、事

り知

谷先谷

水地水
ま
番で番

４

らら

かか

先先

地地

る
す
関
に

面立位区

埋

地よ
点る秒

量＝方

と測の
地地地地

のののののの

面
水

地地 地地地地

ののののの地

面
水也

有 前後公達
地

まかま

でらで

前

地地地地

のののの

積工置域

らでら

かまか

施釧番次の

の
事

イ点

地地計行路、の地

区区区郡

結

路、地を

域釧番のと
点 町
昆番かん

布、らだ
ル線 森
２番のに

点点点点点点

漁－向
ののののの 港

地地地地地 原

点点点点点 点

かかかかか

のららららら 北

地方方方方方

点向向向向向 、 緯
＝ 度角角角角角

次のの

点点点点点区
点果

のののののの地成

地地地地地

を使

点点点点点のとを

ら点結用

かかかかか地

方方方かん）

らららら

線

向向向向向らだ

方方
角角角角角
のに 度

点点点点

のののの
かか

点点点点

地地地地

複らららら

重一重かか
方方方方

複般
国

角角角

＝道＝向向向向

角

号

国

般複般

一重一

道＝道

国

号

て

目び点っ

丁及地よ 号

二ま
順れ

、河をま

番級で囲

川
結域

、ョに区

番チ次た

ロ
番ベん

及測

び川線本

及ツだ日

河
番川び地

度度度度度 分

分分分分分 秒

秒 ）秒秒秒秒
方 東方 ）のののの 、の
向向向向 経向 か方方方

ら
方
度向
角

ののののの 分地

地よ

度地地地地

度 度度度

点っ 分まて 分 分分分

で囲 秒をま

ののの順れ の秒 秒秒秒

区 向方 方方方次た 方の
向 向向向に
結域
ん
だ日 の線本

点地地の及測 の地のの
地び地 地

度 度度度
分 分分 分

秒
方 方方 のの のの 秒秒 秒
向向 向向 方

点 地地地 地 ののの の

広
帯

道
海

北

六

のに

地敷イ系

業
現
木

土

と測

び点る

並地よ

先地
ル量

に

点点点点 秒点

分
秒

系 点点点

＝方
の

点

量
と測
点る

地よ
のに

所点点点



北

次

３

海

の 道

と

開

室 発

平 お 蘭 許

成 り 土 可

十 一 木 年

四 般 現 月

年 競 業 日

十 争 所 及

北 海

平開れ開所

都は
事１２

び

計完成発る発及

市、

区地許 画了

のを名

法し年域域可氏

又 た
３工称け

昭。月は名受

日区た

和

道 公 報

北 ５

海
道 埋

後 立 面

志 地支 の ヌル

庁

用

のの

告 地地

示 点点積途

第

第

のの

ロハニホヘトチリ

地地地地

のののののの

点点点点点点

地地地地

点点

号

点
地

の
イ

二 入 告 び

月 札 示 番道
三 に 第 号

室日 よ ４

り 号 蘭 理平道

土

財

事成有

長木火

武３
年産

現曜 田月物

業品

日 善日） 所

第
律ま住

法含の

年に者

虻札財
人 第

郡市法 ）

田幌団 号

ニ中

セ央北
農 ２

町北道 第

コ区海 条

字５

号 漁 リヌ支

港 のの

施 地地

設 点点

用 かか

庁

角角
向向

方方
らら地

度告 度
分

のの

イロハニホヘトチ

地地地地

のののののの

点点点点点点

地地地地

かかかかかかかか

点点

方方

らららららららら

向向向向

方方方方方方

角角角角角角

向向向向

角角
度 度度度度度度 度

の漁－向

港 成
原 果
点 を
使

の 北 用

地
点 、 緯 ）

＝ 度
分

後売

行を

告

建り

示

。

第う

指払

西開 の

豊条業 項

号
７
－

丁公 定

海２６発 規

北里
、１ よ

後１目社 に

道番

次

支４－ る

志
庁番

番 行

浴６ 発

び 開

長及 の
に

山１ 為

分
秒
秒の示

方向
の方
向

点点 地地 のの

分 分分分分分分 分

秒

の のの 秒秒秒秒秒秒 秒

方方方 方方 ののののの

向向向向向 向向 方方方

向

地 地の のののののの の

点点点 点地 地地地地地

点 点点点

秒
）

ら 経
か 東

） 、
方
角 度向
分
度
秒

５６

分

執

札下 札入入

入入入以

札に

日保加費 の札札参消 行

４

工

久 る
す

正 関

審争蘭海話

ウ競室北電

申査入市道

請を札幸室

っ得９土－ 書行心町蘭

３

類

件こ条と

当条るるアイ

付ろ

の 物付件こ申申

該

札 を般一に請請

入 品一

２
直競般よ

パ道道道路草ら札
か入
に

清装に参

ト路路路面刈

持持掃置つ加

ロ維維維

ル作作作車いす

ー持

秒
１

＝方
の

にト

成札パ

平入
すー

年付ロ

日場よ等 時

し税 月るル

時所金
とと び

う」 及証

室北

者。
るう 所

すい 場

市道、相 成蘭海は） 平

そ当

町蘭の額 年幸室

者を

番木の含 月９土

見ん

現－ のた、番木

提と契

出き約号業

そ画内 、項企

先は条所

郵北電査の総線 審

便海話結他務

番道番果関部

蘭申書務

号室号を係総

請類課 土

者を

接争競りのの は

－ －木

入２
時方 地 自入争、

、
自 の参札に期法

方 己札
法 業資あげ

治 事加で掲

請れ

施 目格るる平申け
書ば

行 的のの資成

令 に審で格

使査、を年類な
のら 昭 用入有
３出い

和 す札す月提な

るにる

車車は者

カ業業業てる

１１１１そ必
、に

ー車
台台台台台台れ要

１１
登苫苫浦浦浦れ資
ぞな

出入

別小小河河河の格

出張張張札

出牧牧出出

す

所張張所所所と

張出

、

日品ー

３物カ

る

所所

牧
引小

び苫
及
量台

数１

現

所
所張

場出
渡

だ 日

額 号業積

階たの ）４っ） 金所も

午契 後会

５ 額

時室の 金

２議分 約
に
消七

現に示

る 及
す 税

当 費
相

通す 業－ 所知場
す所 北企

る

部線 室務内 道総。

海画
蘭
市総
幸務

番
９
町課

どかの

年 者参か日先。
示

令 あしうら指

政 で加
第 るよか

こうの日に

す査でり

号 とと審まよ

者申成 第るの作

） 。

は請し
請 ５

アし申 の
、をた 条

道
海
北。

らけ書 の
かな

び

安
長

所
業

現
木

土
蘭

室

札
入 費

の 消
上 方

以 地
額

税

規
まばを の
ウれ類 ２号

なし に
にら出 定
でな提

宏
康

藤

。

よめいな

定



規１ 北

地定る 海

に平資平者 道

よ成格成に

方
釧

必

自

及 り 路治
、年び年要 土

売度な

法
一 木施
般月払に資 現

競３うお格

行
業

争日建いは

令
所

北 海

額た
の 額 札 札加分 金 入落を
） 決 金算
を 定 額し

っ 当 に金相
も に 等たに

係額当

道 公 報

に

な約契契のそ号

契定

書書日掲

お者約約期開
の 契納作のげ

札 、が

約入 の時 約付成作契る

た要を締札
に 者しの成

当契否要結及
お が

第

財を契落納

格を

７８９

札務札 便めも付

郵認落

てる 者約者 規 又なっす
契 電も入こ の

が 則 はい

約 報の札と 保 第
決

にと。 定を

よす有証 条

号

金お。

証なる

保す

平を、
成入落
十札札
四開者

年始が

十前契

入設て、 告昭
札機道 示

に械がに

和
第

参の締定 ６

加種結め

年
号

第るよも

令す類しる

政
者うの

る、

。必すし

号にとと
当

以要

す
て た

資海に該

下な北

落 っ る
消当る道

価 は 費該金
札 て

釧

入 等額を
格 、 税金額

路

す 札 のに入
と

土

の に 扱円書 る 書 取１札

木

満記 で 記未に

現

入 さの載 、 載

業

た数る 札 れ端す

所

こ
て 該約及しのび

い

に

代かの
、 契保び、日他

に金金金ら公
２ 約証代

告
に
規 定は支は
海以定
定 め道払北日に

義帰法道内め
す るに方

蘭ま入
資 務属室）る

る
に
を 不る土で札

格 のす

し 行現指関
有 履。木に

な金 １結 るる効 方第締

札 のよ 札入 項し 入。法

る る にす 限 定と に 規う

めは し 定き ） りと 。 よ

約 を 予契 者 た、 た

二に約

月道を

三に締

日

こと
るい

すな
付し

納結

火

。は
とき

曜

当
、

日該

令を釧め約

政格道定契

とめ土契よ

」定路るに

う。現に売 いた木約り
一建 ）所るう 。業係払
般設 第長
宮競機

札種 ５

川入の の

争械 条

あと 参 金がこ

告

す にる。 加 額

示

、は 金は者 該きる 当と
の見 のそ、 額

積 端
契
額 ５た
金 のっ
数 分も

所のる
な を業定す

を に

が所件
者 由長場条

い 理

行納違 し 契発にに
の に

るすし 入 をす入反 た 約

入こ入 、 除納るた 札 解

知。は 務 れ通と札 財 さ

定

きに無 則 と書、 規 た

と のの 者 格額 札 価金 落
す 制
。 のの

る 限分

範
っの

あ額

での

内上

囲以

た
し
付

納
が

者
札

落

て契

英に類 第

は
金
証
保
札
入

項

参は １
５６

のすに

二加

に

資格る有資

ウ資資係資
は

格効 企のの一格格

格

効競、の の期 業有有般

約

合期期争１ 有間 組効

ての
捨 す額
り 当金
切 相

４
る

を

格再次行格

資をアイ

こ格小有 申 審のう資中
る のずとを企す 請 査い

はよ効 第

れが有業

、りと

３

。

該指各る

当、す 条

請

審提提

格申申

資アイ
の のの先 の先

出 査出 請

２
価金

の証

高保

最約

申

資建の政政当、

資次者

第機係 格 設い令令該関
械協 機ず第
れ

を同 械

属
帰
に
道

に効の す
と
の
も
る契
め
定

期更

又間間入の喪

間、の新に失

は及は札
格札め

業当資落定

協び

有定契

合期を決る

組該

る日に

あのすの約

で間

認でる

資新とま係

る更

たすの

を続めとも

格手

申事かです等者 再の

有

該る者同あ

にきる協で

当合も

当。の組る

請由

電る該の

す

番で格業限

話者資企に

き係合。

号引に組る

続るを）

き営除を

資業く変 －

称地

の在 名 時方 請所 の

資先け北北
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期
時期法

格れ格のれ海海

び資け

釧

法審ば審指ば道道

方

にら路路

査な査示な釧

申な申よな土市

のらの

。現葉

請い請りい木双

直組 の条条 用

は。は作

該接合 種のの も

己）

格類件当第第自等

こ事 にの るの。 項項 す
定定 設面と業 規規 建路

よ 械掃的 すに 機清。目

で競 払使 者り 売車に る

。
る

い入 にす な争 い用

成
平約

約
年

の。あ

す旨るで

日
３
月

そがめ

で知た

者通る

る

期

成た効

構っ有

のあ、

１更

変らの

をか間

員日

は

しの新

更

格を。更
た

を相）し －

得続でた

よ、あも
格 線と併資 内う合るの

るはを

す又

も譲有
で

、よ者

はにる

の渡す

、、成業町

格承そ

資り

成にた企番

平次し所６

掲申画

る書務

年げ請総号

提務

３請を総

月申類部

る

らのす

か類出課

日書
提

こ札 係る

ま先と

日出こ

格あ 。の 資で とへ る者
加る 参
排 下と を 以こ
除
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般
一
に

う建 る い、 い と

告
公
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札
入

争
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八

の定わ
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建
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申
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し提わ

に該行

間

賃 い械 な ）機 で 。設 者

払
売

械
機
設

。業 と貸 こ

契



６

保第う入

入以証入。札

平 札金札）説 条 下

成 にを保第明 の十 書 消 参納証７四 の 及条 費 加付金

年

びか 税 しすの交

十 等 よる納付

北 海

４５
札

話札入入開開

電入入

の保 号行札札札札

番執
場場日場日証

所
及所時所時金 －

道 公 報

る

２３
と約海海

入平こ契北北

。条道道

現北札成

在海に

を路路

保道参年項釧釧

路す海示市土

管釧加北

葉現

所土る道す双木

場
及木者釧場

第

１

詳

平入

成札売路売

に払面払細
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月るす車す札

項建建明

３事るる説 改

日

号
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次 海

の 道

と

資

釧

お

格
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土

一

有

木

般

す

現

競

る

業

争

者
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二

海第 」 うこ付に

月 と ととの関 道三 す い す。免財日

者、ま事 務 う る除条る

付の 則 ） は納で項 規 。
当 そ方定
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昭火

を 者等る 和 額 の法め
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び
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時北北平

海海成にに
同同 道道

。。 線釧釧年じじ 内

路路
市土月

双木
町業

葉現日

６所

び現に路所町業

番３時
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引業必土６所
画

渡所
場中な現
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課

所第務
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式

設１設書 年

規
に
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械械よ
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称格２
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入
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北
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数
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告

札

２
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第 規

以 ７

下

定

号
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す

にい

件と
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格札

資入
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当。

該う

た治る 規 の っ自よ

契法。 則
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約施第 分
金行
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額令号 ５

す
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消昭以 相
税

規 以
び政務 額
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階

地令

機
設

建
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す
定
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議
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道

資
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係
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払
売
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）

川
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長
所
業
現

木
土
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こり
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し
た
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と建
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方第則 上
消

央を
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調会り年
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北

地
道
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委
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有
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格
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開に契入

号アイ
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札掲約
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札
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法 場方

付付
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労
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に公当海便海話

釧号釧号取

規告す道番

す定組路路扱

定にる
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現－ 資るの木－木

格入名現
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と め
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第
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働 及
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海方 ４
北地

働会 働
労員 労
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地
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九

っ 則
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会 会
員長 員

員
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額こ

会
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告

たり

示

。
と
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る
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額得
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の件部路部
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価
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る 予
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価
の

高
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内
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６所
番企
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候
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中者
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て
っ

も
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おき 小大さ佐関 おせ
か
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こ し 孝修公勝 ゅうつ う
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北 海
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ち

道 公 報
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北北日北日北情

道製道私道産

海海本海

方労

森地鋼地鉄地業

道

室労働労働

林方所方労

合

連働蘭働組働組
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員総員連
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業員働

北

働第合第合第会

会 特 組

北サ北
合期別期北期海

海海海海ー海

北弁北北

地ス地

道護道道道ビ道

方士方力方・方

地地電
連働ー働
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ズ員

委委産委リ委
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第第働第産第

業 組

北小北弁

期期合期労期

海海海海樽海

北北北弁

科地

道道道護道商道護

方士方大方士

地大地地
商働

労大労労学労

方学
委院委委学委

働学働働

会会教会
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第学第第授第

会済
研

弁北北北北

期究期期期

道道

海海海海海海

北北
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じずた 辻水片 つみか

平 ら倉い井

成 よた十 しつた 義龍
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北 海

みと
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か
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号
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労労労

方方方

地地地

委委委

働働

火

会会会

員員員

曜

務務務

事事事

日

日

北王北北北新

局局局

製道道道本

海子海海海

力方鐵

地紙地電地製
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式

労式労株労株

方株方

社委会委会

働会働式働

人会北
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委

道

第牧第事第海

会小会
労 工
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期場期務期支
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北北全北

地経

道道本道道道道

海
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